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研究成果の概要（和文）：今回の研究においては、最初に、本科研費研究期間以前に収集が終了

していた日本人英語学習者の話し言葉（LINDSEI： Louvain International Database of Spoken 

English Interlanguage）及び書き言葉（ICLE: International Corpus of Learner English)

のコーパスを更に精査した。次に、その語彙、構造、談話の特徴を分析し、特に語用論的運用

力の発達について、他の母語を持つ英語学習者や英語母語話者の場合との比較対照研究を進め、

研究成果を発表し、更にそれに加えて、ICLEのエラータグ付き日本人サブ・コーパスを利用し、

大学生が Web上で利用できる学習ツールの作成にも取り組み、サイトを公開した。 

 
研究成果の概要（英文）：In this project, we have been working mainly on three things: First, 
we have closely reviewed the LINDSEI (Louvain International Database of Spoken English 
Interlanguage) and ICLE (International Corpus of Learner English) in order to finalize 
both corpora.  Then, using these corpora, we have done some comparative studies on various 
linguistic aspects among Japanese English learners, non-Japanese English learners and 
English native speakers.  Finally, we have uploaded Web pages that university students 
can use for studying English based on the errors shown in ICLE Japanese sub-corpus. 
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１．研究開始当初の背景 
 

当初、‘Survey of English Usage’という 
プロジェクトとして 20 世紀後半にイギリス
英語の収集で始まったコーパス研究は、イギ
リス以外の各地の英語使用国における慣用 
World Englishes コーパスの作成へと拡大さ

れて来ていた。更に、数年前から非母語話者、
とりわけ大学生上級レベルの英語学習者を
対象に、英語コーパス作成が始まり、平成 14
年秋には、その時点までに収集されていた書
き言葉の ICLE コーパスを集約して、初の
CD-ROMが出版される段階までになった。 

本研究も、全世界的規模の共同研究である
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ICLE 作成プロジェクトの日本人英語学習者
について資料収集を委嘱されているという
事情から出発したものである。 

その後、書き言葉を中心としていた ICLE
に加え、更に話し言葉を集めた LINDSEI コー
パスまで拡張され、それぞれ他国の研究者と
の共同比較対照研究を遂行する段階となっ
ていた。 

これら学習者コーパスは、英語学習者の中
間言語、第二言語習得、外国語教授法等の多
分野の研究への大きな貢献が期待されてお
り、E-learning をはじめとして、コンピュー
タを利用した学習が広く行われるようにな
ってきている状況を考慮すると、ICLE や
LINDSEI 関連のコーパスを利用した、英語学
習教材の開発を容易にする有用な資料とな
ることが期待されていた。 

 
２．研究の目的 
 

すでに収集が終わった日本人英語学習者
の話し言葉（LINDSEI）及び書き言葉（ICLE）
のコーパスを整理し、その語彙、構造、談話
の特徴を分析し、特に語用論的運用力の発達
について、他の文化圏の英語学習者の場合と
比較対照しつつ研究を進めることを目的と
した。上記の 2つのコーパスを基に、コーパ
ス分析ツール(WordSmith 等)を用いて、語句
の頻度、コロケーション、Ｎグラム等を調査
し、ICLE、LINDSEI 参加国の様々な母語を背
景としたコーパスと比較し、日本人英語学習
者の英語運用能力を検討すると共に、言語と
認知の関連性を研究した。また、英語母語話
者のデータである LOCNESS (Louvain Corpus 
of Native English Speakers)と日本人学習
者の語用論的運用力に関する研究も進めた。
一方、ICLEのエラータグ付き日本人サブコー
パスを整備して、大学生が Web上で利用でき
る学習ツールの作成も目指した。 
 
３．研究の方法 
 

ICLE並びに LINDSEI の日本人サブ・コーパ
スの整備とそれらのデータを利用した研究
を、以下の 4点を中心に推進した。 
 
(1) 話し言葉コーパス LINDSEI の日本人サ

ブ・コーパスの整備と出版のための準備 
LINDSEI は、ベルギーのルーベン大学が中
心となっている国際的共同プロジェクト
であり、他の協力国のデータと共に、2010
年に出版するためのデータの整備を行っ
た。 

 
(2) LINDSEI 日本人サブ・コーパスのエラー

タグ付け 
日本人英語学習者の話し言葉の英語につ

いて、英語母語話者によるチェックを得て、
エラータグ付けを行った。 
 

(3) ICLE/LINDSEI を利用した Web教材の作成 
日本人学習者の英語の誤りの特徴をまと
め、そこに焦点を当てた学習教材を Web上
に公開した。 

 
(4) ICLE/LINDSEI を利用した語用論的研究 

研究分担者がそれぞれのテーマに基づい
て、ICLE/LINDSEI を利用した研究を進め、
学会等で発表を行うと共に、ICLE/LINDSEI
をテーマとしたシンポジウムを日本で開
催した。 

 
４．研究成果 
 
(1) 話し言葉コーパス LINDSEI の日本人サ

ブ・コーパスの出版 
世界 11 か国の大学上級レベルの学習者の
英語の話し言葉データを集めた LINDSEI 
は 2010年に UCL Presses (Universitaires 
De Louavan)から出版(ISBN: 978-2-87463- 
245-7）され、2009 年に出版した日本人サ
ブ・コーパスが掲載された ICLE version 2
（ISBN: 978-2-87463-143-6）と共に、本
研究の大きな成果である。 
 
LINDSEI 日本人サブ・コーパスには 51 のイ
ンタビューが収められており、総語数は
56,239語となっている。その内、学習者の
みの総語数は 37,126 語で、一人の平均語
数は 728 語である。インタビュー時間は平
均 14 分 2 秒であった。インタビューを受
けた者の平均年齢は 19.55 歳で、英語学習
履歴の平均は 7.88 年、大学での英語学習
年数は 2.55 年となっている。 

 
(2) LINDSEI 日本人サブ・コーパスのエラー

タグ付け 
母語話者による誤用のチェックは 2008 年
に終了したが、どのようなタグをつけるべ
きかについて結論が出ていないため、タグ
付は未終了である。 
 
エラータグにはさまざまな種類がある。誤
りの原因を説明するタイプ（例：母語の干
渉、学習方略、学習方法など）が望ましい
が、本コーパス作成に際しては、そのため
のデータ収集を行なっておらず、現時点で
は、日本人学習者の英語の定着度を分析す
るため、伝統的な文法カテゴリーに従って
分類するタイプ（例：名詞の単複・動詞の
活用・否定形など）も候補にあがっている。 
 

(3) ICLE/LINDSEI を利用した Web教材の作成 
2012 年 3 月に ICLE に見られる日本人学習



 

 

者の誤用を基にして、慣用表現を学ぶため
のサイト(http:aso.swu.ac.jp/corpusjp) 
を公開した。 
 

① 問題サンプル(第 1 ページ) 

 
『英語のメニューを入れ替え定食・セットフ
レーズ』―学習者コーパスから学ぶ―  
 

 
 

【１】 a ～ of, a ～～ of 

① 

② 

③チャレンジ問題 

(1) (2) (3) 

 
② 問題サンプル(第 2 ページ) 

【1】 a ～ of, a ～ ～ of 
 ①以下の文は、ネイティブスピーカーのコーパス

などから抽出したものです。a と of に囲まれて使

われている表現を見つけ、入力してみよう。 

※解答、スペースは半角文字で入力してください。 

 

 
今後、このようなサイトをどのように充実
させていくか等については検討中である。 

 
(4) ICLE/LINDSEIを利用した語用論的研究と

成果発表  
 
第 11 回 IPrA 国際大会では日本人大学生の
英語での Cohesive Ties の発達について、
第 12 回 IPrA 国際大会では受け身表現の使

用についての発表を行ない、研究分担者の
多くが参加した。また、無生物主語、come
と go の認知的差異など、それぞれのテーマ
に従って ICLE/LINDSEI の日本人サブ・コー
パスを利用した研究を進め、学会発表を行
った。2010 年には、昭和女子大学に於いて
ICLE/LINDSEI シンポジウムを開催し、ICLE/ 
LINDSEI の本拠地であるベルギー、ルーベン
大 学 の Centre for English Corpus 
Linguistics (CECL) から Dr. Gilquin 氏を
招聘し、午前中にワークショップ、午後に
講演と研究発表を行った。参加者からの
ICLE/LINDSEI についての質問や意見等も多
く、これらのコーパスへの関心が高いこと
が伺われた。 
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